
美
術
交
流
・
教
育
の
現
場
視
察
を
目
的
と
し
た
川

添
修
司
教
授
（
芸
術
学
科
、
南
西
ア
ジ
ア
文
化
研
究

会
世
話
役
）
、
南
西
ア
ジ
ア
文
化
研
究
会
代
表
で
あ

る
松
枝
到
教
授
（
人
間
関
係
学
科
）
、
お
よ
び
村
山

和
之
、
大
坪
潤
子
ら
本
学
非
常
勤
講
師
二
名
を
加
え

た
全
四
名
は
、
一
九
九
八
年
八
月
九
日
、
パ
キ
ス
タ

ン
・
バ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー
ン
州
都
ク
エ
ッ
タ
（
唇
の
量

に
到
着
し
た
。
こ
こ
ク
エ
ッ
タ
で
は
、
一
○
年
来
の

交
流
を
続
け
て
い
る
国
立
バ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー
ン
大
学

（
Ｕ
Ｏ
Ｂ
．
ご
己
く
①
園
ご
島
国
里
Ｃ
Ｏ
三
ｍ
国
．
）
に
お
い
て
、

新
設
さ
れ
た
ば
か
り
の
バ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー
ン
研
究
セ

ン
タ
ー
（
Ｂ
Ｓ
Ｃ
・
国
篁
。
。
三
里
昌
望
匡
島
、
①
貝
『
①
）
、

お
よ
び
美
術
学
科
ｅ
①
冒
『
目
⑦
昌
具
園
。
①
普
厨
）

の
二
学
科
を
公
式
訪
問
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
両
大

和
光
・
バ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー
ン
大
学
交
流
史
と
新
学
科
村
山
和
之

南
西
ア
ジ
ア
文
化
研
究
会
の
パ
キ
ス
タ
ン
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

大
学
交
流

学
教
官
・
学
生
に
お
け
る
学
科
間
交
流
の
ア
ウ
ト
ラ

イ
ン
作
り
の
第
一
歩
と
し
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
も
つ

こ
と
、
さ
ら
に
こ
の
大
学
を
訪
問
し
た
初
め
て
の
外

国
人
美
術
教
授
と
し
て
美
術
学
科
の
教
員
や
学
生
と

意
見
・
技
術
交
換
を
試
み
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

美
術
学
科
で
の
詳
細
に
つ
い
て
は
大
坪
講
師
の
報

告
に
ゆ
ず
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
和
光
大
学
と
バ
ロ

ー
チ
ス
タ
ー
ン
大
学
の
交
流
史
と
、
バ
ロ
ー
チ
ス
タ

ー
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
メ
モ
を
残
し
て
お
き

た
い
。
こ
の
学
科
は
新
設
さ
れ
た
ば
か
り
と
書
い
た

が
、
そ
の
設
立
経
緯
に
つ
い
て
ま
ず
触
れ
て
か
ら
訪

問
の
様
子
を
伝
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。

一
九
八
九
年
、
和
光
大
学
・
象
徴
図
像
研
究
会
が

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ウ
プ
サ
ラ
大
学
や
イ
タ
リ
ア
の
ナ

ポ
リ
東
洋
大
学
等
に
続
い
て
、
初
め
て
こ
の
地
に
足

を
踏
み
入
れ
、
本
大
学
を
訪
問
し
た
と
き
、
パ
キ
ス

タ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｐ
Ｓ
Ｃ
・
習
蚕
巽
目
望
匡
ｓ

ｏ
①
三
『
。
）
と
い
う
名
前
の
学
科
が
応
対
し
て
く
れ
た
。

パ
キ
ス
タ
ン
国
内
を
対
象
と
し
た
研
究
領
域
の
範
囲

で
修
士
言
．
シ
、
、
哲
学
修
士
冨
勺
三
一
・
、
哲
学
博
士

里
・
ロ
・
の
学
位
を
取
る
こ
と
が
で
き
、
当
時
、
バ
ロ

ー
チ
ス
タ
ー
ン
の
文
学
、
言
語
、
民
俗
に
つ
い
て
も
、

こ
の
学
科
に
入
っ
て
勉
強
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

教
員
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
国
際
的
に
評
価

＊
ｌ

を
受
け
て
い
た
傑
物
揃
い
で
あ
る
。

現
在
の
学
長
で
経
済
学
者
バ
ハ
ー
ド
ゥ
ル
・
ハ
ー

ン
・
ロ
ー
デ
ー
ニ
ー
教
授
を
は
じ
め
と
し
て
、
歴
史

学
の
生
き
字
引
こ
と
旧
カ
ラ
ー
ト
汗
国
宮
廷
大
臣
ア

本
学
非
常
勤
講
師
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BSCの教官たちと・右からハミード講師、サービル所長、川添教授、アービド教授

－
ガ
ー
・
ナ
ス
ィ
ー
ル
・
ハ
ー
ン
・
ア
フ
マ
ド
ザ
イ

氏
を
特
別
講
師
に
、
バ
ロ
ー
チ
ー
語
教
本
の
定
本
と

＊
？
』

さ
れ
て
い
る
尋
蕊
碇
バ
ロ
ー
チ
ー
塞
堅
を
辻
釜
官
で
世

に
出
し
た
言
語
学
者
故
ミ
ー
ル
・
ア
ー
キ
ル
・
ハ
ー

ン
・
メ
ー
ン
ガ
ル
教
授
、
バ
ロ
ー
チ
ー
文
学
者
と
し

て
世
界
的
権
威
で
あ
り
な
が
ら
健
康
上
の
理
由
で
現

在
は
退
官
し
て
い
る
ア
ブ
ド
ッ
ラ
ー
・
ジ
ャ
ン
・
ジ

ャ
マ
ル
デ
ィ
ー
ニ
ー
教
授
、
詩
人
と
し
て
ブ
ラ
ー
フ

ィ
ー
文
学
者
と
し
て
著
名
な
ナ
ー
デ
ィ
ル
・
カ
ン
バ

ラ
ー
ニ
ー
教
授
、
パ
シ
ュ
ト
ー
文
学
研
究
者
と
し
て

IIIIIiI

イスラマバード

北西辺境州

アフガニ タン

ド

イ
ュ
ブ
ン

－空路

･…･･陸路
-.△･邑甦■-尭与二･二~｡‐･ﾛ･ﾛ兎斉-％･･･ヂーュロ

アラビア海

パキスタン訪問ルート

評
価
の
高
い
ス
ィ
ャ
ー
ル
・
カ
ー
ヵ
ル
教
授
と
ア
ー

ビ
ド
・
シ
ャ
ー
・
ア
ー
ビ
ド
教
授
ら
の
そ
う
そ
う
た

る
ベ
テ
ラ
ン
陣
と
、
現
在
の
Ｂ
Ｓ
Ｃ
の
中
心
と
な
る

当
時
ま
だ
若
手
で
あ
っ
た
講
師
陣
か
ら
な
っ
て
い
た
。

一
九
九
○
年
ま
で
続
い
た
二
回
の
調
査
は
、
こ
の

学
科
の
教
員
や
事
務
職
員
た
ち
の
全
面
的
な
協
力
に

よ
っ
て
予
想
以
上
の
成
果
を
あ
げ
、
人
的
交
流
の
基

礎
を
強
く
固
め
る
と
と
も
に
、
「
バ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー

ン
調
査
概
報
』
（
一
九
九
二
年
、
象
徴
図
像
研
究
会
）

と
い
う
記
念
碑
的
報
告
書
刊
行
に
つ
な
が
っ
た
。

一
九
九
一
年
、
元
来
の
Ｐ
Ｓ
Ｃ
を
残
し
な
が
ら
、

民
族
語
文
化
教
育
に
特
徴
を
持
た
せ
た
修
士
の
み
の

新
設
学
科
、
言
語
学
科
（
ロ
の
富
『
目
⑦
貝
。
冒
菖
唱
侭
⑦
輪
）

が
誕
生
し
、
そ
れ
ぞ
れ
パ
シ
ュ
ト
ー
語
専
攻
、
バ
ロ

ー
チ
ー
語
専
攻
及
び
ブ
ラ
ー
フ
ィ
ー
語
専
攻
を
お
い

た
。
後
に
ペ
ル
シ
ア
語
学
科
（
ロ
８
胃
目
①
昌
旦

罵
易
冨
己
も
新
設
さ
れ
、
バ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー
ン
の
地

で
使
用
さ
れ
て
い
る
民
族
語
教
育
に
関
し
て
は
恵
ま

れ
た
環
境
を
整
え
る
に
至
っ
た
。

Ｕ
Ｏ
Ｂ
の
教
官
た
ち
が
、
バ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー
ン
に

共
存
す
る
民
族
文
化
研
究
を
押
し
進
め
る
に
当
た
っ

て
、
常
々
、
意
識
し
て
い
た
研
究
機
関
の
理
想
が
、

ス
ィ
ン
ド
州
ハ
イ
デ
ラ
バ
ー
ド
郊
外
に
あ
る
国
立
ジ

本
勾
Ｊ

ヤ
ム
シ
ョ
ー
ロ
ー
寺
念
チ
ス
ィ
ン
ド
学
研
究
所
で
あ
る
。
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そ
こ
で
は
ス
ィ
ン
デ
ィ
ー
語
辞
書
の
編
纂
や
ス
ィ
ン

ド
文
化
に
関
す
る
書
物
の
発
刊
、
ス
ィ
ン
デ
ィ
ー
民

族
音
楽
の
記
録
と
出
版
、
研
究
所
内
の
民
俗
博
物
館

運
営
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
自
民
族
文
化
研
究
と
い
う

点
で
は
パ
キ
ス
タ
ン
内
の
他
大
学
に
大
き
く
水
を
あ

け
る
先
進
的
機
関
で
あ
り
、
国
際
的
評
価
も
高
か
っ

た
。
当
時
、
言
語
学
科
及
び
パ
キ
ス
タ
ン
研
究
セ
ン
タ

ー
の
教
官
た
ち
に
は
「
バ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー
ン
に
は
豊

か
な
文
化
が
あ
る
、
発
掘
の
余
地
を
残
し
た
考
古
学

的
遺
跡
や
、
言
語
学
的
注
目
も
さ
れ
て
い
る
の
は
既

知
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
私
た
ち
に
は
科
学
と
し
て
学

問
の
対
象
と
し
て
取
り
組
む
技
術
が
欠
如
し
て
い

る
」
だ
か
ら
「
海
外
の
研
究
者
た
ち
と
の
共
同
作
業

を
通
し
て
、
協
力
す
る
と
同
時
に
新
し
い
技
術
を
学

び
取
り
た
い
」
と
い
っ
た
願
望
を
常
に
抱
い
て
い
た
。

そ
し
て
、
機
会
が
巡
っ
て
き
た
と
き
は
是
非
バ
ロ
ー

チ
ス
タ
ー
ン
の
地
域
文
化
研
究
を
メ
イ
ン
と
す
る
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
タ
ー
を
設
立
す
べ
く
虎
視
眈
々

と
ね
ら
っ
て
い
た
の
だ
。

一
九
九
七
年
年
度
、
前
学
長
で
あ
っ
た
リ
ア
ズ
・

バ
ロ
ー
チ
博
士
の
後
任
と
し
て
Ｐ
Ｓ
Ｃ
の
所
長
だ
っ

た
バ
ハ
ー
ド
ゥ
ル
・
ハ
ー
ン
・
ロ
ー
デ
ー
ニ
ー
教
授

が
着
任
す
る
と
、
現
Ｂ
Ｓ
Ｃ
所
長
ラ
ザ
ー
ッ
ク
・
サ

－
ビ
ル
助
教
授
を
旗
頭
と
し
て
中
堅
の
教
官
た
ち
が

学
科
新
設
の
申
請
を
行
な
い
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
ま

さ
に
私
た
ち
の
目
前
で
学
長
の
内
定
を
取
り
付
け
た

の
で
あ
っ
た
。

一
九
九
八
年
、
Ｂ
Ｓ
Ｃ
は
始
動
を
は
じ
め
、
学
生

を
入
学
さ
せ
る
の
は
一
九
九
九
年
度
で
あ
る
が
、
旧

本
部
校
舎
の
中
庭
を
囲
む
よ
う
に
博
物
館
展
示
室
、

図
書
室
、
会
議
室
、
セ
ミ
ナ
ー
室
そ
し
て
各
人
の
研

究
室
か
ら
な
る
ス
ペ
ー
ス
が
与
え
ら
れ
、
事
務
室
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
電
子
メ
ー
ル
で
和
光
大
学
と
も

つ
な
が
っ
て
い
る
。

こ
の
学
科
の
構
成
員
を
見
て
み
よ
う
。
所
長
に
、

一
九
九
五
年
、
和
光
大
学
芸
術
学
科
主
催
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
も
招
聰
し
た
ブ
ラ
ー
フ
ィ
ー
文
学
専
攻
の

ラ
ザ
ー
ッ
ク
・
サ
ー
ビ
ル
助
教
授
、
南
部
バ
ロ
ー
チ

ス
タ
ー
ン
・
マ
ク
ラ
ー
ン
地
方
出
身
の
バ
ロ
ー
チ
ー

文
学
専
攻
ス
プ
ー
ル
・
バ
ロ
ー
チ
講
師
、
パ
シ
ュ
ト

ー
文
学
専
攻
は
前
述
し
た
ア
ー
ビ
ド
・
シ
ャ
ー
・
ア

ー
ビ
ド
教
授
、
さ
ら
に
美
術
学
科
か
ら
出
向
し
て
き

た
芸
術
専
攻
の
ア
ク
ラ
ム
・
ド
ー
ス
ト
・
バ
ロ
ー
チ

講
師
と
バ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー
ン
諸
民
族
文
化
に
つ
い
て

一
人
ず
つ
の
理
論
系
専
門
教
官
と
博
物
館
事
業
に
も

関
わ
れ
る
実
技
系
の
教
官
を
配
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

出
版
庶
務
を
念
頭
に
雑
誌
編
集
実
務
の
豊
富
な
職
員

和
光
大
学
・
バ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー
ン
大
学
交
流
年
表

’
一
九
八
九
年
、
第
一
回
調
査

象
徴
図
像
研
究
会
（
日
本
私
学
振
興
財
団
資
金
）

’
一
九
九
○
年
、
第
二
回
調
査

象
徴
図
像
研
究
会
。
共
同
で
祭
典
・
聖
地
調
査

（
同
）

’
一
九
九
一
年

村
山
和
之
個
人
に
よ
る
訪
問
、
音
楽
調
査

’
一
九
九
二
年

村
山
和
之
、
バ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー
ン
大
学
留
学

’
一
九
九
四
年

ブ
ラ
ー
フ
ィ
ー
・
ア
カ
デ
ミ
ー
と
の
共
催
で
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
和
光
大
学
か
ら
は
前
田
耕
作
、

村
山
和
之
が
招
待
を
受
け
、
村
山
が
発
表
（
ク
エ

ッ
タ
）

’
一
九
九
五
年

和
光
大
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ア
ジ
ア
南
道
の
歴
史

と
文
化
」
Ｕ
Ｏ
Ｂ
か
ら
二
名
招
聰

’
一
九
九
六
年
、
第
三
回
調
査

を
加
え
た
体
制
を
敷
い
て
い
る
。
す
で
に
、
Ｂ
Ｓ
Ｃ

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
発
行
さ
れ
、
私
た
ち
和
光
大
学

芸
術
学
科
、
南
西
ア
ジ
ア
文
化
研
究
会
の
親
善
訪
問

が
活
字
と
な
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
。

-132



共
同
作
業
（
文
部
省
科
学
研
究
助
成
金
）

’
一
九
九
七
年
、
第
四
回
調
査

共
同
作
業
（
同
）

’
一
九
九
八
年

補
足
調
査
、
中
村
忠
男
・
村
山
和
之

’
一
九
九
九
年
、
第
五
回
調
査
（
予
定
）

Ｒ
０
Ｌ

BSCでのミーティング

バ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｂ
Ｓ
Ｃ
吉
訪

問
ク
エ
ッ
タ
に
到
着
し
バ
ザ
ー
ル
内
の
湾
堕
預
に
荷
を

降
ろ
す
と
、
到
着
日
を
知
っ
て
い
る
サ
ー
ビ
ル
助
教

授
の
研
究
室
を
訪
ね
、
翌
日
の
大
学
訪
問
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
な
っ
た
。
学
長
の
希
望
と
し

て
は
、
出
張
か
ら
戻
っ
た
翌
日
に
盛
大
に
セ
レ
モ
ニ

▲

§瘻
財
ワ
Ｐ

、
恥

轡.~叡迩辱

囎 髄

蝋

L

瞳

ダシトでのスケッチ

Ｃ
メ
ン
バ
ー
の
あ
た
た
か
い
歓
迎
を
受
け
た
。
彼
ら

が
駆
け
つ
け
一
杯
の
お
茶
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
前
に

私
た
ち
を
案
内
し
て
く
れ
た
の
が
、
博
物
館
と
な
る

－
を
行
な
い
た
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
あ
い
に
く
私
た

ち
の
滞
在
旅
程
が
短
く
、
今
回
は
学
長
不
在
で
す
す

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
一
時
に
Ｂ
Ｓ
Ｃ
を
訪
ね
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
な
っ
て
か
ら
美
術
学
科
の
ア
ト

リ
エ
を
訪
問
し
教
官
や
学
生
た
ち
と
意
見
交
換
す
る
。

そ
の
後
は
サ
ー
ビ
ル
助
教
授
の
自
宅
で
、
バ
ロ
ー
チ

民
族
料
理
の
も
て
な
し
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

八
月
一
○
日
、
定
刻
に
大
学
へ
到
着
す
る
と
Ｂ
ＳBSCの展示室でフェルト（ナマド）をみる
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展
示
室
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
バ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー
ン

諸
地
域
で
出
土
し
た
考
古
学
的
週
物
の
ほ
か
、
バ
ロ

ー
チ
ス
タ
ー
ン
の
民
俗
文
化
を
物
語
る
さ
ま
ざ
ま
な

民
具
、
装
飾
品
、
織
物
、
刺
繍
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が

壁
面
や
ケ
ー
ス
内
に
展
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
場
所

こ
そ
彼
ら
の
夢
が
実
現
し
た
展
示
室
で
あ
る
。
収
蔵

品
は
個
人
寄
贈
が
多
い
が
、
バ
ロ
ー
チ
族
の
資
料
収

集
は
ア
ク
ラ
ム
・
ド
ー
ス
ト
先
生
に
負
う
と
こ
ろ
が

大
き
い
。
彼
自
身
、
バ
ロ
ー
チ
刺
繍
の
大
変
な
蒐
集

家
で
、
自
ら
の
作
品
の
中
に
刺
繍
パ
タ
ー
ン
の
モ
チ

ー
フ
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
こ
う
い
う
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
軽
い
メ
ン
バ
ー
を
加
え
た
こ
と
は
Ｂ
Ｓ
Ｃ
に
と

っ
て
成
功
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

展
示
室
を
ひ
と
と
お
り
案
内
さ
れ
た
あ
と
は
、
会

議
室
の
長
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
お
茶
と
ビ
ス
ケ
ッ
ト

が
供
さ
れ
、
日
付
を
打
っ
た
Ｂ
Ｓ
Ｃ
レ
タ
ー
ヘ
ッ
ド

＊
－
１

が
配
ら
れ
る
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
始
ま
っ
た
。

ま
ず
神
の
御
名
に
お
い
て
開
会
が
宣
言
さ
れ
、
司

会
の
サ
ー
ビ
ル
助
教
授
に
よ
る
歓
迎
の
言
葉
が
述
べ

ら
れ
、
Ｂ
Ｓ
Ｃ
活
動
の
概
要
説
明
が
な
さ
れ
た
。
和

光
大
学
か
ら
は
川
添
教
授
が
歓
迎
に
対
す
る
返
礼
と

訪
問
の
目
的
が
告
げ
ら
れ
た
。
言
語
は
英
語
・
日
本

語
・
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
が
使
用
さ
れ
、
全
体
と
し
て
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
人
的
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
具

体
化
、
技
術
的
相
互
援
助
、
収
集
資
料
の
共
有
化
な

ど
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
今
後
と
も
永
続
的

親
交
を
努
力
し
あ
う
と
い
う
原
則
を
確
認
し
あ
う
こ

と
が
で
き
た
。

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
紹
介
、
討
議
さ
れ
た
内
容
の
要

旨
を
紹
介
す
る
。

ま
ず
、
Ｂ
Ｓ
Ｃ
の
設
置
目
的
に
つ
い
て
は
、
以
下

の
三
柱
か
ら
な
る
主
旨
を
あ
げ
て
い
る
、

一
、
バ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー
ン
に
お
け
る
歴
史
・
言

語
・
文
化
・
社
会
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
研
究
活
動
を

行
な
う
。

二
、
調
査
研
究
。
交
流
を
も
と
に
研
究
成
果
を
公

表
し
、
紀
要
を
発
行
す
る
出
版
事
業
を
行
な
う
。

三
、
急
速
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
バ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー

ン
の
伝
統
的
民
俗
文
化
を
記
録
に
と
ど
め
後
世
に
伝

え
る
た
め
の
博
物
館
活
動
を
行
な
う
。

教
育
機
関
と
し
て
は
、
修
士
富
・
少
．
、
哲
学
修
士

富
勺
菖
．
、
哲
学
博
士
里
．
ロ
・
の
コ
ー
ス
を
設
置
す
る
。

一
九
九
九
年
度
か
ら
学
生
を
募
集
し
、
バ
ロ
ー
チ
ス

タ
ー
ン
文
化
遺
産
に
関
す
る
国
際
記
念
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
、
世
界
中
の
研
究
者
を
招
く
予
定
で
も
あ
る

と
い
う
。
私
た
ち
と
の
共
同
調
査
か
ら
得
た
成
果
と

し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
重
き
を
置
く
と
も
聞
く
。

新
学
科
と
し
て
、
和
光
大
学
に
、
さ
ら
に
は
日
本

政
府
援
助
に
対
す
る
協
力
要
請
も
な
さ
れ
た
。
彼
ら

が
自
分
た
ち
の
研
究
・
教
育
環
境
を
整
え
、
永
続
的

な
活
動
を
し
て
い
く
た
め
に
ま
ず
必
要
だ
と
説
い
た

の
が
、
既
存
の
我
々
教
員
同
士
に
よ
る
継
続
的
交
流

に
加
え
て
、
人
間
を
育
成
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
学
生

か
ら
若
手
研
究
者
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
あ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
追
究
し
た
い
主
題
に
沿
っ
て
、
適
切
な
方
法

や
技
術
を
研
修
さ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
た
め
に
人
的

援
助
が
な
に
よ
り
も
必
要
で
あ
る
と
痛
感
し
て
い
る
、

と
い
う
。

そ
れ
に
対
し
て
、
国
際
交
流
基
金
や
政
府
の
無
償

文
化
協
力
援
助
に
つ
い
て
情
報
を
提
供
し
、
可
能
な

限
り
協
力
を
惜
し
ま
な
い
こ
と
を
約
束
す
る
。

研
究
分
野
に
関
し
て
は
、
考
古
学
と
博
物
館
学
に

対
し
て
専
門
の
研
究
協
力
者
を
早
急
に
欲
し
て
い
る
。

周
知
の
事
実
で
は
あ
る
が
、
バ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー
ン
の

高
原
は
考
古
遺
跡
の
宝
庫
で
あ
る
。
イ
ン
ダ
ス
文
明

成
立
に
先
立
つ
集
落
遺
跡
が
分
布
し
、
大
学
近
く
の

ケ
ー
チ
ベ
ー
グ
村
で
は
発
掘
も
行
な
わ
れ
た
。
一
歩

郊
外
に
で
て
車
を
走
ら
せ
れ
ば
、
人
造
の
小
高
い
土

丘
（
ダ
ン
プ
・
含
ョ
ｇ
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
発
掘
さ
れ
て
い
な
い
。
ブ
ラ
ー
フ
ィ
ー

語
で
は
、
考
古
学
者
を
意
味
す
る
言
葉
に
「
ダ
ン
プ

を
識
る
者
・
島
ヨ
ウ
号
ｇ
こ
を
あ
て
て
い
る
。
こ
の

-I34



日
常
に
あ
る
ダ
ン
プ
を
放
っ
て
お
く
手
は
な
い
。
今

ま
で
主
に
ア
メ
リ
カ
隊
、
フ
ラ
ン
ス
隊
、
イ
タ
リ
ア

隊
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
き
た
発
掘
調
査
を
、
自
分
た

ち
の
手
で
行
な
い
た
い
、
そ
の
た
め
に
は
考
古
学
の

専
門
家
に
よ
る
指
導
と
技
術
習
得
が
必
須
で
あ
る
。

そ
し
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
で
発
掘
収
集
し
た
資
料
を
ど

の
よ
う
に
取
り
扱
う
か
を
博
物
館
学
芸
員
に
指
導
しサービル先生宅でのバローチ民族料理

て
も
ら
い
た
い
。
分
類
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
保
存
、

修
復
、
展
示
の
方
法
な
ど
す
べ
て
学
び
た
い
。

こ
れ
に
関
し
て
は
、
趣
旨
に
は
賛
同
す
る
が
即
答

を
避
け
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
現
に
向

け
て
の
協
力
は
惜
し
ま
な
い
が
、
具
体
化
す
る
た
め

に
は
実
際
的
な
計
画
が
必
要
で
あ
り
、
見
切
り
発
車

で
は
な
く
実
現
の
可
能
性
が
見
え
る
ま
で
新
学
科
とメロンを売る男たち

し
て
の
実
績
を
積
ん
で
か
ら
の
方
が
、
双
方
と
も
対

等
に
協
力
し
あ
え
る
の
で
は
、
と
コ
メ
ン
ト
す
る
。

新
学
科
の
書
棚
を
飾
る
図
書
寄
贈
の
申
し
出
も
あ

っ
た
。
中
で
も
日
本
文
化
に
関
す
る
資
料
は
何
で
も

よ
い
か
ら
寄
贈
し
て
ほ
し
い
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し

て
、
少
し
ず
つ
寄
贈
し
て
い
く
の
は
実
現
す
る
け
れ

ど
、
ま
ず
二
大
学
問
の
交
流
史
に
遡
っ
て
、
私
た
ち

が
共
同
で
作
業
し
て
き
た
調
査
成
果
や
記
録
し
た
資

料
を
使
え
る
形
に
し
て
Ｂ
Ｓ
Ｃ
に
里
帰
り
さ
せ
、
学

科
の
財
産
と
し
て
教
材
と
し
て
役
立
て
て
は
ど
う
か

と
い
う
提
案
を
行
な
っ
た
。
こ
の
一
○
年
間
、
バ
ロ

ー
チ
ス
タ
ー
ン
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
活
動
は
、
Ｕ

Ｏ
Ｂ
の
教
官
た
ち
の
協
力
な
し
で
は
何
一
つ
で
き
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
お
か
げ
で
、
適
切
な
人
脈
を
、

そ
し
て
写
真
・
ビ
デ
オ
・
テ
ー
プ
・
ス
ケ
ッ
チ
な
ど

で
時
代
の
瞬
間
を
記
録
し
た
資
料
を
、
和
光
大
学
の

財
産
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
、
さ
し
あ
た

っ
て
一
九
九
六
年
か
ら
九
七
年
に
か
け
て
行
な
っ
た

調
査
で
記
録
し
た
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
、
な
る
べ
く
手

を
加
え
ず
に
、
Ｐ
Ａ
Ｌ
シ
ス
テ
ム
に
変
換
ダ
ビ
ン
グ

し
て
次
回
の
訪
問
時
に
寄
贈
す
る
こ
と
と
し
た
。
同

様
に
、
音
楽
資
料
は
Ｍ
Ｄ
や
ビ
デ
オ
の
音
源
か
ら
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
お
こ
し
て
、
写
真
は
希
望
の
も
の

を
紙
に
焼
い
て
そ
れ
ぞ
れ
寄
贈
す
る
。
そ
れ
以
外
の

135



資
料
に
関
し
て
も
希
望
に
添
っ
て
徐
々
に
作
業
を
進

め
る
準
備
が
あ
る
こ
と
を
明
言
す
る
。

さ
ら
に
、
新
学
科
の
紀
要
と
し
て
「
胃
一
。
。
ご
“
冨
邑

浮
く
苛
皇
が
発
刊
さ
れ
る
予
定
で
、
こ
れ
に
対
し
て

英
語
で
寄
稿
を
求
め
ら
れ
た
。
喜
ん
で
お
受
け
す
る

こ
と
に
す
る
。
和
光
大
学
で
も
、
バ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー

ン
の
研
究
者
か
ら
三
編
ほ
ど
英
語
の
論
文
を
預
か
り

活
字
化
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
の
で
、
紀
要
交
換

に
つ
い
て
も
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
。
象
徴
図
像
研
究

会
時
代
に
活
字
化
さ
れ
た
報
告
は
す
べ
て
日
本
語
で

あ
り
、
少
な
く
と
も
英
語
で
読
み
た
い
と
い
う
要
望

に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
経
緯
も
あ
っ
て
、
現
在
英
訳
の

可
能
性
を
探
っ
て
い
る
時
点
で
も
あ
る
、
と
伝
え
る
。

和
光
大
学
か
ら
は
、
今
後
の
人
的
交
流
を
永
続
的

な
も
の
と
す
る
こ
と
を
特
に
要
請
し
、
近
い
将
来
、

教
員
同
士
は
も
と
よ
り
学
生
間
の
交
流
を
実
現
さ
せ

よ
う
と
話
に
花
を
咲
か
せ
た
。
バ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー
ン

に
興
味
を
持
っ
て
勉
強
に
来
る
学
生
は
い
つ
で
も
歓

迎
し
て
く
れ
る
と
の
こ
と
だ
。

ク
エ
ッ
タ
点
景

こ
う
し
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
終
了
し
、
一
人
ひ
と

り
と
握
手
を
交
換
し
て
次
回
の
再
会
を
誓
っ
た
。
こ

の
後
、
美
術
学
科
を
訪
問
し
、
教
員
住
宅
に
あ
る
サ

－
ビ
ル
助
教
授
宅
で
歓
迎
昼
食
会
に
与
る
こ
と
に
な

る
。
先
生
は
、
意
識
的
に
バ
ロ
ー
チ
族
の
伝
統
的
な

料
理
を
メ
ニ
ュ
ー
に
入
れ
て
く
だ
さ
り
、
バ
ロ
ー
チ

ス
タ
ー
ン
初
訪
問
の
川
添
教
授
を
は
じ
め
私
た
ち
を

も
て
な
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

食
布
に
並
べ
ら
れ
た
皿
を
覗
い
て
み
る
。
祝
祭
日

に
し
か
作
ら
な
い
手
延
べ
麺
料
理
（
ョ
里
。
言
）
は
、

短
く
細
い
マ
カ
ロ
ニ
に
近
く
、
甘
い
味
付
け
が
さ
れ

て
お
り
デ
ザ
ー
ト
と
し
て
食
す
。
フ
ル
ー
ド
（
×
日
ら

は
羊
の
乳
か
ら
作
っ
た
干
し
チ
ー
ズ
を
溶
か
し
た
独

特
の
香
り
と
味
を
持
つ
ス
ー
プ
で
、
ナ
ー
ン
を
ひ
た

し
た
り
ご
飯
に
混
ぜ
て
食
べ
る
。
彼
ら
の
無
意
識
を

流
れ
る
遊
牧
民
と
し
て
の
血
が
、
定
住
し
て
何
世
代

も
経
過
し
て
も
、
典
型
的
な
遊
牧
民
料
理
フ
ル
ー
ド

を
好
む
の
だ
と
い
う
。
ど
れ
も
美
味
し
い
も
の
だ
っ

た
。
ク
エ
ッ
タ
を
離
れ
る
前
日
、
私
た
ち
は
車
を
借
り

て
ラ
ク
峠
方
面
へ
と
ス
ケ
ッ
チ
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
繰
り

出
し
た
。
道
を
横
切
る
羊
の
群
に
減
速
し
な
が
ら
も

ク
エ
ッ
タ
か
ら
南
へ
約
二
五
キ
ロ
走
っ
て
着
い
た
ラ

ク
峠
は
、
名
峰
チ
ル
タ
ン
山
の
一
部
だ
が
、
峠
の
最

高
地
点
か
ら
は
す
ば
ら
し
い
眺
望
が
得
ら
れ
る
。
眼

下
に
は
緑
の
果
樹
園
と
イ
ラ
ン
国
境
へ
と
続
く
茶
色

の
荒
野
が
入
り
混
じ
っ
て
展
開
す
る
。
荒
野
は
こ
の

地
で
は
ダ
シ
ト
烏
普
骨
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
「
不
毛

の
」
と
い
う
修
飾
語
は
必
ず
し
も
適
切
で
は
な
い
。

春
は
緑
、
赤
、
黄
色
の
草
原
に
し
て
お
花
畑
、
そ
し

て
今
回
八
月
の
時
点
で
も
、
ス
ケ
ッ
チ
の
た
め
に
停

車
し
た
ダ
シ
ト
の
ま
っ
た
だ
中
に
、
野
生
の
淡
い
ラ

ベ
ン
ダ
ー
の
花
を
た
く
さ
ん
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

た
。
さ
ら
に
一
雨
あ
る
と
ダ
シ
ト
の
色
は
一
変
す
る

の
だ
。
こ
の
よ
う
な
季
節
ご
と
の
ダ
シ
ト
花
暦
は
個

人
的
に
非
常
に
関
心
の
高
い
テ
ー
マ
で
あ
り
、
民
謡

解
釈
に
も
民
間
薬
学
に
も
不
可
避
で
あ
る
。

ダ
シ
ト
で
の
ス
ケ
ッ
チ
を
終
え
る
と
、
ち
ょ
う
ど

収
穂
時
だ
と
聞
い
て
い
た
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
大
メ
ロ

ン
（
ハ
ル
ブ
ー
ザ
）
の
集
積
所
を
ク
エ
ッ
タ
郊
外
に

見
学
し
た
。
メ
ロ
ン
の
原
産
地
の
一
つ
で
あ
る
と
も

紹
介
さ
れ
た
こ
の
地
で
は
、
広
大
な
市
場
に
多
数
の

ダ
ン
プ
が
止
ま
り
、
山
積
み
に
な
っ
た
メ
ロ
ン
を
投

げ
お
ろ
し
て
い
る
。
辺
り
一
面
に
メ
ロ
ン
の
甘
い
香

り
が
漂
い
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
用
の
藁
と
粗
末
な
箱
で
荷

造
り
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
車
か
ら
一
歩
で
て
、
メ

ロ
ン
を
売
る
男
た
ち
に
囲
ま
れ
パ
シ
ュ
ト
ー
語
で
捲

し
立
て
ら
れ
て
い
る
と
、
大
学
教
室
か
ら
学
問
を
現

場
に
持
ち
出
そ
う
と
試
み
る
Ｂ
Ｓ
Ｃ
の
教
官
た
ち
に

敬
意
を
表
し
た
く
な
っ
た
。
彼
ら
な
ら
こ
こ
で
学
生

に
な
に
を
見
せ
る
の
だ
ろ
う
。
試
し
に
一
つ
買
っ
て
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み
る
こ
と
に
し
て
「
パ
ソ
ー
ル
デ
ィ
？
（
い
く
ら
）
」

と
尋
ね
る
。
と
、
メ
ロ
ン
マ
ン
は
青
い
ボ
ー
ル
ペ
ン

サ
ル

で
黄
色
の
メ
ロ
ン
皮
に
．
○
○
ル
ピ
ー
」
と
直
接

美
術
学
科
の
人
び
と
と
ｌ
バ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー
ン
大
学
訪
問
記

ク
エ
ッ
タ
の
空
港
。
飛
行
機
が
高
度
を
下
げ
は
じ

め
た
と
き
か
ら
モ
ゾ
モ
ゾ
と
用
意
し
た
ド
ゥ
パ
ッ
タ

（
被
り
布
。
「
チ
ャ
ー
ダ
ル
」
と
も
）
と
サ
ン
グ
ラ
ス

を
着
け
、
降
り
立
つ
。
三
度
目
の
バ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー

ン
。
相
変
わ
ら
ず
の
強
い
日
射
し
と
乾
い
た
空
気
。

駐
車
場
で
ち
ょ
っ
と
サ
ン
グ
ラ
ス
を
ず
ら
し
、
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
の
照
り
返
し
を
確
認
し
て
み
る
。
や
は
り
、

〈
斗
江
〉

＊
１
因
号
邑
昌
六
冨
邑
”
○
号
三
・
三
ヨ
ン
砲
冨
ｚ
鼠
弓
六
冨
弓

ン
ご
冒
烏
皇
ゞ
冒
再
・
冨
胃
シ
邑
云
言
。
三
ｇ
彊
一
．
シ
ｇ
三
一
昌

旨
弓
旨
ヨ
皇
皇
三
勺
ｚ
津
島
『
○
画
ヨ
ケ
診
昌
三
．
印
ご
里
六
四
六
豐
蝋
ン
ウ
昼

吻
ゴ
雪
言
ン
豆
己

＊
句
乙
国
鍾
『
否
『
、
三
・
シ
、
刃
昌
ョ
自
陣
ン
ｅ
一
六
富
二
三
①
届
皇

ち
ひ
ｃ
ン
ｎ
ｏ
冒
駕
ヨ
国
堅
扁
三
く
。
こ
・
陣
室
．
言
⑤
○
三

匡
昌
ぐ
⑤
『
望
這
．
三
．
邑
言
⑦
里
．
、
色
冒
烏

＊
、
』
冒
韓
昌
巨
③
。
『
睦
。
Ｑ
＠
さ
晒
雰
』
鱈
ヨ
翰
三
。
『
。
ご
己
く
⑥
『
碗
一
ミ
．

書
き
な
ぐ
る
と
、
う
れ
し
そ
う
に
こ
ち
ら
に
見
せ
て

く
れ
た
。

バ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー
ン
研
究
及
び
Ｂ
Ｓ
Ｃ
と
の
交
流

い
－
コ
己
。

＊
４
出
席
者
を
こ
こ
に
記
し
て
お
き
た
い
。

『
胃
ン
一
再
雪
目
。
Ｒ
言
う
⑥
ョ
ｇ
一
三
噸
皀
国
い
、
．
。
。
Ｓ
ゐ
わ
蝉

［
バ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｓ
Ｃ
］

Ａ
・
ラ
ザ
ー
ッ
ク
・
サ
ー
ビ
ル
ロ
『
・
諺
・
力
め
色
冨
『

（
ロ
一
周
ｇ
ｏ
里
国
国
壹
昌
）

Ａ
・
シ
ャ
ー
・
ア
ー
ピ
ド
刃
９
．
ン
・
竪
号
シ
ヶ
登
（
勺
罵
言
ｓ

Ａ
・
ハ
ミ
ー
ド
・
シ
ャ
ー
ワ
、
Ｉ
ニ
ー
Ｆ
⑮
２
．
戸
・
ェ
画
ョ
己

吻
ゴ
唾
ゴ
乏
湧
己
（
エ
①
錘
負
ロ
⑲
宮
ら
『
西
国
毒
昌
）

強
烈
。
こ
う
し
た
強
い
光
や
熱
、
乾
燥
、
排
気
ガ
ス
、

塵
、
そ
し
て
視
線
か
ら
身
を
守
っ
て
く
れ
る
ド
ゥ
パ

ッ
タ
は
と
て
も
便
利
な
の
だ
け
れ
ど
、
久
し
ぶ
り
に

ま
と纏
う
の
で
コ
ツ
が
思
い
出
せ
ず
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
頭

や
肩
か
ら
滑
り
落
ち
て
し
ま
う
。

バ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー
ン
大
学
は
、
我
々
の
宿
泊
す
る

は
、
こ
う
い
う
教
官
た
ち
が
現
役
の
う
ち
は
途
絶
え

る
こ
と
は
ま
ず
な
い
、
と
実
感
し
た
の
は
こ
の
時
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
今
年
も
ま
た
出
か
け
て
ゆ
く
。

大
坪
潤
子

ス
プ
ー
ル
・
バ
ロ
ー
チ
Ｆ
具
吻
号
呈
冒
さ
号
（
国
里
ｇ
ご
）

ア
ク
ラ
ム
・
ド
ー
ス
ト
・
バ
ロ
ー
チ
Ｆ
㈹
２
．
ン
云
圖
ヨ
ロ
◎
望

国
里
。
。
ゴ
（
ロ
①
宮
．
具
コ
ョ
⑰
シ
コ
墓

［
和
光
大
学
老
シ
ズ
○
ご
己
く
．
］

松
枝
到
刃
９
．
冒
冒
室
農
豐
①
烏
（
シ
コ
要
望
。
ｇ

川
添
修
司
刃
９
．
望
昌
穴
豐
奄
闇
８
（
ｇ
弓
里
昌
言
四

村
山
和
之
Ｆ
ｇ
・
云
関
昌
昊
勇
言
『
皇
“
ョ
画
令
。
一
室
。
『
の
）

大
坪
潤
子
肩
輿
●
冒
鼻
。
○
言
２
９
（
ン
ユ
ェ
計
ｓ
ｇ

ホ
テ
ル
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
一
Ｃ
分
ほ
ど
の
所
に
あ
る
。

広
く
平
坦
な
敷
地
を
学
生
た
ち
が
本
を
手
に
歩
み
、

あ
る
い
は
オ
ー
ト
バ
イ
で
通
り
過
ぎ
、
あ
る
い
は
緑

陰
で
語
ら
っ
て
い
る
。
薔
薇
や
向
日
葵
の
花
が
美
し

い
。
ホ
テ
ル
周
辺
の
バ
ザ
ー
ル
で
は
ま
ず
見
か
け
る

こ
と
の
な
い
女
子
学
生
も
、
二
、
三
人
ず
つ
、
笑
い

さ
ざ
め
き
な
が
ら
行
き
交
う
。
男
子
学
生
に
は
た
ま

本
学
非
常
勤
講
師
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